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「神
経
内
分
泌
腫
瘍

（
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
」
と
い
う
聞
き
慣
れ
な
い
悪
性
腫
瘍

が
急
増
し
て
い
る
。
米
ア

ッ
プ
ル
の
共
同
創
業
者
、
故
ス
テ
ィ
ー
ブ

・
ジ

陣隷
断
躍
蕗
り
つ碑
界
託
射
肥
鋭
隔
麟

臓
が
ん
や
大
腸
が
ん
と
は
性
質
が
異
な
り
、
違
う
治
療
が
必
要
だ
。
診
断

法
や
薬
剤
に
よ
る
治
療
法
が
進
歩
し
た
一
方
、
欧
米
で
承
認
さ
れ
た
放
射

性
物
質
を
利
用
し
た
治
療
が
日
本
で
は
未
承
認
の
た
め
、
海
外
渡
航
を
選

ぶ
患
者
も
い
る
。
ど
の
よ
う
な
病
気
な
の
か
、
専
門
家
に
聞
い
た
。

無症状で進行「神経内分泌腫瘍」
神経内分泌腫瘍の発症率
(米国のがん登録データから作成)

日
本
で
１
万
１
千
人

Ｎ
Ｅ
Ｔ
の
患
者
を
多
く
受
け

入
れ
る
横
浜
市
立
大
の
市
川
靖

史
教
授
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
は

ま
れ
な
希
少
が
ん
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
が
、
平
成
２２

（２

０
１
０
）
年
に
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
初
め
て
腫
瘍
の

分
類
を
明
確
化
し
て
以
降
、
世

界
約
に
―診
‥断

‐
例
が
増
え
た
「

日
本
で
も
、
国
際
医
療
福
祉

大
の
伊
藤
鉄
英
教
授
ら
が
膵
臓

と
消
化
管
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
を
調
べ
た

研
究
で
、
１７
年
に
７
千
人
余
り

。
２４

。
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．
２２

．
２‐

．
２０

・
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人
ロ
ー０
万
人
当
た
り
（人
）
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平成1

だ
っ
た
患
者
が
２２
年
に
は
１
万

１
千
人
を
超
え
た
。
市
川
教
授

は

「も
う
希
少
な
が
ん
と
は
言

え
な
い
状
況
だ
」
と
話
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｔ
は

「神
経
内
分
泌
腫

瘍
」
の
名
の
通
り
、
ホ
ル
モ
ン

を
分
泌
す
る
神
経
内
分
泌
細
胞

に
出
来
す
る
腫
瘍
。
型
に
よ
っ

て
血
糖
値
を
調
節
す
る
イ
ン
ス

リ
ン
や
グ
ル
カ
ゴ
ン
、
胃
酸
分

泌
に
関
わ
る
ガ
ス
ト
リ
ン
な
ど

の
ホ
ル
モ
ン
が
異
常
に
分
泌
さ

れ
、
体
の
不
調
を
起
こ
し
て
発

見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

だ
が
、
横
浜
市
大
の
患
者
で

は
そ
う
し
た
ホ
ル
モ
ン
を
異
常

分
泌
す
る
タ
イ
プ
は
約
１
割
。

ほ
と
ん
ど
は
無
症
状
の
ま
ま
進

行
す
る
の
が
厄
介
だ
と
い
う
。

同
大
の
小
林
規
俊
准
教
授
は

「診
断
方
法
は
確
立
し
て
お

り
、　
一
般
的
な
膵
臓
が
ん

（膵

管
が
ん
）
や
大
腸
が
ん
と
し
っ

か
り
見
分
け
て
診
断
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
す
。

小
林
准
教
授
に
よ
る
と
、
進

行
し
て
転
移
が
増
え
る
と
根
治

は
難
し
い
も
の
の
、
治
療
法
は

年
々
進
歩
し
て
い
る
。
転
移
が

な
い
か
、
転
移
が
限
ら
れ
て
い

る
場
合
は
手
術
に
よ
り
切
除

し
、
さ
ら
に
腫
瘍
の
性
質
や
進

行
度
に
応
じ
て
ホ
ル
モ
ン
剤
や

抗
が
ん
剤
、
分
子
標
的
薬
な
ど

を
用
い
て
治
療
す
る
こ
と
で
成

績
も
向
上
し
て
き
た
と
い
う
。

海
外
で
新
治
療
法
も

新
た
な
治
療
法
と
し
て
、
２９

年
以
降
、
欧
米
で
相
次
い
で
承

認
さ
れ
た
の
が
、
ペ
プ
チ
ド
受

容
体
核
医
学
内
用
療
法

（Ｐ
Ｒ

Ｒ
Ｔ
）
だ
。
放
射
性
物
質
に
Ｎ

Ｅ
Ｔ
の
細
胞
に
結
び
つ
く
性
質

を
持
た
せ
ヽ
腫
瘍
に
集
め
て
至

近
か
ら
放
射
線
で
た
た
く
。

金
沢
大
の
絹
谷
清
剛
教
授

（核
医
学
）
に
よ
る
と
、
静
脈

ヽ
に
注
射
す
る
と
全
身
に
行
き
わ

た
り
、
転
移
し
た
腫
瘍
に
も
取

り
付
く
。
海
外
で
は
既
に
標
準

治
療
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

た
だ
日
本
で
は
、
欧
米
と
主

な
発
生
臓
器
が
違
う
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
臨
床
試
験
に
時

間
が
か
か
り
、
未
承
認
だ
。
こ

の
治
療
を
求
め
て
横
浜
市
大
が

提
携
す
る
ス
イ
ス
の
大
学
病
院

に
渡
航
す
る
患
者
も
い
る
が
、

経
済
的
、
体
力
的
に
負
担
が
大

き
い
。
横
浜
市
大
が
渡
航
患
者

に
尋
ね
た
調
査
で
は
、
標
準
的

な
３
回
の
治
療
の
た
め
総
額
約

５
５
０
万
円
か
か
っ
た
例
も
。

患
者
ら
は
医
師
ら
と
連
携

し
、
国
内
で
も
こ
の
治
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
国
に
早
期
承
認

を
訴
え
て
い
る
。

神経内分泌1重瘍の発生臓器

横浜市立大の


